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鎌
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錄
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偎
瓢
節2
.方
策
'

.
物
價
調1 1

の
一
方
策•

'
,‘
高

M

it
i

次

郞

物
價
調
節
に
は
特
種
貨
物
の
市
價
の
：暴
騰
暴
落
を
防 

巡
す
る
Z 
€
を
目
的
^
す
る
も
e >
-
ビ

物

價

平

準

即

ち
一
.
 

般
物
憤
の
變
1 /
を
阻
止
す
る
を
主
眼
と
す
•る
も
の
と
が 

あ
る
。
此
一
般
物
價
の
騰
落
を
防
ぐ
方
法
^
し
て
は
數 

年
前
米
國
工
T
M
.ル.大
學
の
1ク
メ
シ
ャ
1
敎
授
の
«
1«
し 

た
•る
調
節
策
が
最
も
有
名
で
あ
る
。

フ
氏
案
の
骨
子
は 

疋
貨
の
自
由
鑄
造
を
廢
止
し
、.

物

，領

指

數

.の

示

す

所

に
 

'1

し
て
龙
貨
々
地
金
と
の
引
換
率
を
頻
繁
に
！

例 

へ
ぼ
年
四
囘
L

M
改
b
、
之
に
依
P
て
■

便

平

準

の
 

..急
激
な
る
騰
落
を
緩
和
ず
る
^
存

す

る

。
.'
此

フ

氏

案

は
 

理
論
的
に
ば
殆
ん
ぎ
完
全
な
る
物
®
調

節

策

.で

あ

つ

て
 

_歐
米
經
濟
學
者
中
«
意
を
表
し
'た
る
',者
.少
く
な
か
つ
た

第
十一

鹋

が
、
赏
行
が
闽
難
で
あ
る
が
故
ド
米
國
に
於
て
す
ら
採 

用
せ
ら
る
/

1

に
至
ら
な
か
つ
れ
。

然
る
に
、
又
も
や
近
着
の
米
國
經
濟
學
會
の
機
關
雑 

認『

米
國
經
濟
評
論』

^
1
1€ American Economic R

?

 

5.
§
ニ
九
F
A卿
に
は
m
ダ
コ
タ
州
ハ
ン
タ
ー
在0:
の 

デ
ィ
、
シ
エ
ー•

チ
ィ
子
ス(

p
 
^
H
f
B
e
s

)

と
云
ふ
V
が

フ
氏
豸
£
は
稍
々
異
な
り
た
る
物
價g
fi
*
を
^
表
し 

T
居
る
。
チ
ィ
ネ
ス
氏
が
何
人
な
る
か
は
余
の
未
だ
詳 

か
に
な
し
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
が
"
米
國
經
濟
學
界
の 

最
高
權
威
た
る『

米
、國
經
濟
評
論』

0
編
輯
§

貝
が
其
論 

文
を
收
錄
せ
し
所
を
觀
れ
ば
、
チ
氏
は
相
當
の
學
_
と 

地
位
と
を
有
す
'る
人
で
あ
る
^
推
定
し
得
る
と
思
ふ
。 

殊

R
氏
の
提
案
は
若
じ
實
施
す
る̂

せ
ば
、
或
は
フ
ィ
シ 

ャ
ー
敎
授
案
以
上
に
j
»
#ff
i
の
安
定
を
保
ち
得
る
か 

を
か
岔
^
歡
ゅ
れ
ぎ
表
に
#;
:̂
れ
ば
、
左
に
其
方
胄
0:
-

大
要
を
紹
介
す
る
に
¥
め
た
。

.
I

I

 
.

.

,

.
:

、

■'
'
チ
ィ
ネ
.ス
.氏
の
案
は
.國
内
^
於
て
流
通
す
る
金
貨
を
1 

全
部
囘
收
し
、通
貨
は
，紙
幣
並
化
補
助
貨
の
み
と
な
し
、 

此
紙
#
及

び

補

助

，貨

は
I

■©
地

金

を

以

て

引

換

へ

や

ぅ
 

S
云
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
引
換
率
は
物
價
の
騰
落 

に
準
じ
て
每
日
一
.度
宛
變
M
す
る

:0
,例
.へ
ば
、
十
圆
の
' | 

通
貨
に
對
し
て
は
十
一
月
.I

日
^
純
金
二
匁
：交
附
す
る 

乙
ど
^
定
め
、.
若
し
物
價
平
準
が一

日
の
終
^V

に
百
分
一 

の
.1

丈
け
騰
貴
せ
ば
、
ニ
日
に
は
ニ
匁
〇
ニ
厘
を
交
附
■ 

し

、

又

之

に

反

し

て

百

分

の

一

丈

け

低

落

し

た

.ど

せ

ば 

一
奴
九
分
八厘を
渡
す
こ
ど
に
す
る
。 

一
 

'
然
ら
ば
、
. '

日
々
ー
般
物
價
に
生
ず
る
變
動
は
如
何
^'I 

し
て
—
見
^
る

か

と

云

^

^

、

，
是

れ

に

は

_
值
揩
數
t \ 

用

I

の
2

S
。
然
_

來
の
物
'{
8
猎
數
は
.不
完
：全

j 

.で
あ
る
か
ら
、

チ
ィ
ネ
ス
氏
は
上
叙
の
&
的

0:
爲

め

に

.

先
づ
第|

に

國

內

に

於

け

る

、各

貨

物

0-
ー.：タ
年
間
：の，
. 

取
引
高
'を
調
.査
し
、.
‘同
時
に
總
て
の
«
物
0
取
引
高
、の
，
 

總
計
を
許
算
す
る
。
次
に
、
此
：商
取
引
總
额
の

一:|

百
分 

のI

以
.上
^
相
當
ず
る
取
：引
高
を
有
す
る«
物
の
み
5: 

®
擇
す
る
f
此
等
の
重
要
貨
物
の
中
に
は
取
引.'高
'の
頗 

る
多
き
も
の
も
あ
る
が.故
，に
、
選
擇
.せ
ら
る 

> 貨
物
の 

數
は
.百
以
下
で
.ぁ
.ら
ぅ
。‘
偖
て
、
此
數
十
0
重
製
貨
物
：
 

の
各
種
に
：就
き
$
の
事
須
を
調
裔
：又
は
決
定
せ
ね
に4

A

1

ヶ
年
間
の
取
引
高
.

B

商
取
引
總
顧
.に
對
ず
るA
の
|?
分
率 

市
場
测
定
表
^
歡
す
を
各
貨
物
の
品
等
. 

”
同
表
ゆ
載
す
る
各
賞
物0
市
價
?:
:'取
り
*
る
地
-
: 

方
0.
名

\
_

一
&

相̂
當
贫
名
.丈
け
の
各
貨
衡
.
8分
_
 (

商
，

特
雛
の
指
：數
の
作
製
を
提
唱
し
て
居
る.;0
此
指
數
I
ば

：

G

氏
は
市
場
測
定
表
.(

目rket gage s
c
h
e
d
u
l
e
)

と

呼

ん

.
封
，の
.小
激
に
ょ
す

.

)

で
居
る
か
、
a
作

製

の

齑

墓

©
-如
ぐ
で
あ
る
。
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c
に
ボ
し
た
る
分
摄
の
代
價 

(

此
代
惯
は
一
圓
な
る
可
し
。
如
何
す
な
れ
ばE 

は
€
に
0
、
を
_
じ
た
る
4
の
な
れ
ば
な
り)

0 

E
に
13
を
乘
ず
。
換
言
す
れ
ば
、一

W
に

相

當| 

す
る
丈
け
の
各
勸
物
0
分
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祀
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引
縝
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す
る
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貨
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引
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の
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朝

の
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®

測
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表

A

B

C

し
て
得
た
る
辕
の
合
針
を
ば
各

3

の
市
場
測
定 

數
と
す
る
。
 

、

今
假
り
に
以
上
略
叙
せ
る
チ
ィ
ネ
ス
氏
の
方
案
に* 

き
假
定
0

W數
を
用
a
て
十
一
月 
一
H

R對
す
る
市
場 

测
定
表
5:
':
試
作
せ
ぼ
7
衣
の
ー
如
ぎ
$

を
#
る
セ
ぁ
-̂ 
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總ti
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〇
*
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〇
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〇
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o
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月

I 

H朝
に
は
市
場
測
定
數
は
.
格
が
變
動
す
る
に
違^
な
い
。
.假-CVR

米

が

百

斤

秦 

一

:-
0

.c
く
で
'̂
./
,

J

;̂-

‘
其
日
.の
.呼
.
ylt
ff
i
貨
物
の
.價
十

掘

な

り

し

に
.九
倒
五
十
錢
.に
嵌
落
し
、
if
e
-糸
v
'
.
w
i
r

E；
む

I

1

1

^

1

千
圓
ょ
ち
千
瓦
圓
に
騰
貴
し
た
と
せ
ょ
。
§
す
れ
ば
、
前 

表

中

O

B

E

Xは
左
の
如
x

»
:m
3
る
可
§

で
あ
る
。

:

十」

;:
]
-
1 ロ

夜

.

/

D

合 '其：生 鋼 ;紗 . 米 货  

•#:他 絲 鐵 鯓 物

r

w

l

bII
:

.

#

}

九
。
-3
£
〇 

ニ
'〇
*
〇
〇

1

5

6

0

一〇
〇
6

〇

貨
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T
o
o 

7
1
0

X
市

跋

测

班

败

一ノ

〇
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九
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ニ
0

\ 

.〇
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〇
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0
.
5
1
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• 
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• 
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〇
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九
七
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月

ニ

日

，朝

，
の
：
市

場

测

定

表

A 

. 

B
-
: . 

C

.右
表
に
示
す
が
如
く
1
卡1

月
一
日
の
夜
に
は
市
場

測
定
數
がO

九
九
七
に
下
つ
て
居
.る
•と
せ
ば
、®

1
4,0 

に
は
此
割
合
を
以
て
通
貨
に
對す
る

金
地
金
の
51̂
を
 

行
.ふ
の
で
あ
る
。
，
即
ち
十
圆
の‘紙
幣
又
«
補
助
貨
に
» 

し
、て
純
金
1
1匁
を
交
附
せ
ず
し
て1

匁
九
分
九
厘
四
絲 

を
渡
す
の
で

あ

る

。

而
し
て

十

j.

月

二

日

の
朝
の
市
場

測
定
表
：は
前
夜
の
市
價
を
標
準
^
し
て
左
の
如
く
作
製

る 

o 

'

D

E

X
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取

別
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割
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〇
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0
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〇
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十

一
月
ニ 

B朝
の
市
場
歡
定
數
は
右
氣rc
示
す
が
如
'

く

一

で
あ
る
が
V
其
日
の
中
に
數
秫
貨
物
の
市®
が
變 

動
す
可
き
に
曲
ト
、
同
日
の
夜
に
は
■
定
數
が
或
る
端 

數
を
顯
.は
す
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
。
多
分
興
數
は
 
一

6

〇

〇
 

1

一
又
は1

6

〇
三
と
云
ふ
が
‘如
き
も
0
に
な
る
.で
あ
一 

ら
ぅ
^
思
は
れ
る
。
假
り
にI
。
〇
〇
ニ
ビ
な
り
た
$
ど 

せ
ば
、
十一

月
1ニ
日

に

，
は

地

金

引

換

率

は

十

圓

R
f
.
J
:

匁
〇
〇
四
絲
に
變
觅
せ
ら
る
、0
で
あ
る
。

'
\

:斯
ぐ
の
如
ズ
、
每

日j

囘
宛
测
定
數
を
計
箅
し
、.
之 

を
標
準vj

し
て
金
地
金
引
換
率
をM
改
す
る
.の
で
あ
る
一 

が
、
若
し
爲
手
段
を
採
れ
ば
、

一
旦
騰
貴
せ
る1般

物| 

價
ば
直
ち
に
以
前
の
率
に
復
し
、
又
：

「

旦
下
落
せ
し
物|

 

價
舉
離
は
it
ち
に
從
前
の
標
準
に
歸
復
す
る
と
云
ふ
の

j 

が
本
案
提
唱
者
た
る
チ
ィ
ネ
ス
氏
の
主
張
であ
る

。
、
倚

m
十 

l

m1
J
J
O

'
ぃ
 

以
上
は
チ
ィ
ネ
ス
氏
案
の
大
耍
の
解
說
で
あ
る
が
、 

此
物
ff
i
調
節
策
は
苦
し
®
施
す
れ
ば
物
價
の
安
定
を
維 

持
す
る
で
あ
ら
ぅ
と
愆
は
れ
る
。
恭
し
、
.
我
國
に
於
て 

は
純
金1L

分
を
以
て一

圓
ど
秫
す
る
の
で
あ•る
か
ら
、 

米
が
一
石
四
十
圆
に
寶
買'せ
ら
る
、
と
云
ふ
乙
€
ょ
米 

.1

石
が
純
金
.八
忽
ヒ
交
：換
せ
6
る
/

云̂
ふ
.こ
ミ
、
同 

b;
で

あ

る

'。
'
從

つ

て

一

石

四

十

四

圓

に

騰

貴

す

る

は

純
 

金
八
匁
八
分
ど
交
換
せ
ら
る>w

云
.ふ
Z
ビ
に
外
な
ら 

な
い
。
換
言
す
れ
^
純
金
の
價
値
が
米
に
對
し
て

「

割 

低
落
'1

た̂
の
で
あ
る
。
故
に
若
し
米
が
一
般
的
原
因
、 

例
へ
ば
通
貨
の
融
脹
0
爲
め
に
：四
十
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